
ガラス基板9層塗布【白色照明】を実現した際の
素子構造（上図）と有機ELの材料（下図）

有機ELによる小型装飾照明の例
（塗布方法ではない、蒸着方式）

塗布方法で作製したRGBフレキシブル照明パネル
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課題と目指したこと
　有機EL（Electro Luminescence）とは、有機材料に電気を流すと
発光する現象です。この現象を利用した照明の研究開発が進められて
います。有機材料は、紙のように薄く形作ることができる柔軟な性質
を持つので、軽くて曲げられる照明を実現でき、今までにない空間演
出が可能です。さらに、LEDよりも低消費電力にできる可能性を秘め
ており、環境に優しい照明でもあります。しかし、現在の蒸着方式の
製造プロセスでは、製造コストが高価なために販売価格が高くなり、
有機EL照明の普及を妨げています。そこで、そのような高コスト製
造プロセスが不要となる印刷方式の製造プロセスの実現に取り組みま
した。
薄く・軽く・曲げられる照明を試作
　印刷方式には、有機材料を髪の毛1本の太さの千分の一ほどに薄く
均一に塗り、薄膜を形成する技術が求められます。有機EL照明は、
効率よく電気を流して発光させるために、異なる機能を持つ有機材料
の薄膜を何層も積み重ねた多層構造をとります。そのため、上層のイ
ンクの溶剤で下層を溶かさずに層状に塗り重ねる必要があります。多
層構造は効率よく電気を流すための層（輸送層）と、電気を効率よく光
に変換する層（発光層）に分かれます。白色照明を作るためには、光の
三原色である赤、緑、青に発光する有機材料がそれぞれ必要で、発光
層にはこれらの材料が含まれています。有機材料を積層し、電極をと
りつけた素子に電圧を印加すると輸送層に電気が流れ、発光層に電気
が達し発光します。プロジェクトでは、種々の有機材料と印刷方法を
検討し、一番外側の電極を除く9層の有機材料をガラス基板上に塗布
積層した白色有機EL照明をプロジェクトの中盤で実現しました。プ
ロジェクトの終盤では、世界最高水準の発光性能を達成しました。ま
た、5層の有機材料を曲げられるプラスチック基板上に塗布した赤色、
緑色、青色のいわゆる光の三原色の有機EL照明も実用的な発光サイ
ズで実現しました。指でも簡単に曲げられる薄くて軽い照明の誕生で
す。
未来のテレビにつながる技術
　プロジェクトに参加したコニカミノルタ(株)と大日本印刷(株)は、
開発した製造プロセスは蒸着を用いる製造プロセスに比べてコスト面
で優位性があると見込んでおり、今後、印刷方式の有機EL照明の製
品化に引き続き取り組みます。その第一ステップとして、商品パッ
ケージ、販促用カード、グリーティングカードなどの印刷物の付加価
値を高める小型装飾照明の多品種展開を目指します。また、将来、印
刷方式で大型の白色照明が実現できれば、照明としての用途だけでな
く、薄くて軽い巻き取り収納式のテレビも安価に製造できる可能性を
秘めています。そのような未来の製品につながる技術です。

関連情報の一例
プレスリリース（2015年7月21日発表）
https://www.jst.go.jp/pr/announce/20150721-2/index.html

「塗布型白色リン光タンデム有機ＥＬ素子の開発に成功」

有機エレクトロニクス

フレキシブル有機EL照明を印刷方式での
作製に成功
ポイント
・電極を除く9層の有機EL材料を塗布で積層し、世界最高水準の白色発光性能を達成した。
・5層の赤色、緑色、青色のいわゆる光の三原色のフレキシブル有機EL照明も実用的なサイズで実現した。
・コスト面で有利な印刷方式の製品化に取り組み、まず商品パッケージなどの装飾用途として普及を目指す。

印刷で製造するフレキシブル有機EL照明の開発
平成21（2009）年度～平成30（2018）年度

課 題 名
研究期間S-イノベの概要

S-イノベの特徴として以下の３つが挙げられます。

①JSTの基礎研究事業等の研究成果を基に研究開発テーマを設定

科学技術の発展や新産業の創出につながる革新的な新技術の創出を目指したJSTの基礎研
究事業等の成果を基に研究開発テーマを設定、そのテーマの下、産学連携の研究開発チーム
が研究開発課題に取り組みます。

②研究期間は最長１０年度

要素技術の確立に向けた基礎・基盤的研究開発から製品化を目指した実証試験まで一貫と
して研究開発を支援します。

③研究開発テーマにプログラムオフィサー（PO）を配置

各研究開発テーマに、研究開発テーマの技術分野に精通したプログラムオフィサー（PO）
を運営の責任者として配置、各研究実施場所の訪問等により、各研究開発の進捗状況を把握、
研究の助言、評価を通じて、円滑かつ効率的なプログラム運営を推進します。

最長１０年度の研究期間を３つのステージに分けて研究開発の進捗を管理・評価しています。

※詳細な研究内容は、各研究開発テーマの設定趣旨に従います。

ステージⅢ
アプリケーションの
開発

ステージⅠ
応用基礎研究及び
要素技術の研究開発

ステージⅡ
要素技術の研究開発

２～３年度２～３年度 ３～４年度

マッチングファンドグラント グラント

１課題（１研究開発チーム）あたり年間７千万円程度
（間接経費含む）

要素技術の確立に向けた
基礎・基盤的研究開発
・メカニズムの解明
・要素技術の研究
　開発等

研究開発期間

研究開発費支援

主な研究開発内容
（※）

・要素技術の研究開発
・要素技術の組合せ等

製品化を目指した実証
試験
・試作品作製等
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